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下， 2014 全 EPt三個人)および 6 月に l~fJ1fiiされ
た第 53ITI NHK杯体操(以下， 2014NHK杯)
の結果を合計した倒人総合上位3名，そして 7
月に開催された第 68回全日本体操競技種目別
選手権大会(以 -l~- ， 2014全日本種目別)で各
種目優勝者の1:功、ら 3名，つまりオールラウン























































-第1IIT1: 7月12E! ~訪日 (8 日間)
-第 21司 :8 月 6EI~11 日 (6 自問) (8/7， 
8試合形式)
・第 3 lEl :8 月 25 日 ~9 月 1 日 (8 日間) (8/28， 
29試合形式)




























































10J'338 男子団体予選(1臼自) 各自調整(一部練習) -予選出場者決定
10月4日 男子自体予選(2日自) 経練習・応援 -8本男子、余裕の2位通過
10月5日 女子団体予選(1日自) 試合準備(一部練習)
10月68 女子団体予選(2日目) 試合 -8本女子6位で予選通過、決勝出場者決定
イ
10月7日 男子団体決勝 各自調整(一部練習ト応援 -日本男子、中国に0.10及ばす2位
10月8臼 女子団体決勝 さ邑"i¥:-@コh -日本女子8位
10月9日 男子個人総会決勝 各自誤整(一部練習)・応援 -内村選手前人未踏の5連覇、田中選手銅メダル
10月10日 女子個人総会決勝 試合・応援 -寺本選手、笹田選手出場
10月118 撞自別決勝(前半) 観光・応援 -男子ゆか、白井選手悔しい銀メダル
10J'3128 種目見IJ決勝(後半トフェアウエ)[，./¥ 試合・応援 1・女子平均台、寺本選手槽しL¥4位
10J'313日 帰国 移動お
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3. 練習期間 (9/25"-'10/2) について
]立地に歪IJl~f した~! EI. 9月25日から練習が
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は6名のうち 5名が 10代， 4名が初めての世
界でのj主体総合， さらにそのうち 2名が初代表
というフレッシュなメンバーであった。そのよ
うな選手たちが堂々と世界で戦えたことは日本
全体の強さであると受け止めてよいであろう。
一方で，現時点では Dスコアの平均点が各国
に比べて低いことは明らかであるため，高難度
の技や高度な組み合わせを演技に組み入れるこ
とが今後の諜題として挙げられる。
U おわりに
最後に，全体を通して感じたことを記してお
きたし、。それは，チームというものをどのよう
にJ足えるかということと，想定外の出来事とど
のように向き合うかということである。
体操競技は個人競技で、ある。そして， 日本に
おける体操競技選手の強化は，その中核を各所
属が担っている。つまり，普段はライバルであ
り，生まれ育った環境が異なる選手たちが，代
表選手になることによってチームメイトになる
のである。とはいえ球技などのチームスポーツ
のように怠を合わせてプレーをしなければゲー
ムが成り立たないということはなし、また，イ中
間を思いやって自分がミスしてしまっては本末
転倒である。つまり，体操競技において，特に
代表チームでは何をもってチームワークという
かということを十分に考え，チーム内で共通理
解を深めておくことが必要で、ある。
また，今回は競技以外の場面でも大小さまざ
まな出来事に遭遇した。例えば，報道にもあっ
たように，男子個人総合決勝の表彰式において
国歌の演奏が途中で終わってしまうということ
があった。この国歌の件は，ハプニングではな
く全ての国歌を 45秒で終了させるという式典
運営上の決まり事だったようであるが，それに
してもその瞬間現場では異様な空気が流れた。
しかしこのような場面も避けて通ることはで
きない。世界の舞台で活躍していくためには選
手，指導者共々どのような状況におかれても自
分のペースを守り続けられるタフさと，それに
もとづく揺るがない技術を身につけることが不
可欠なのである。
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